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 要  旨 
地球環境に高負荷をかけるような旧来のビジネスモデルから、低負荷で同量同質のアウトプッ
トを得られる新たなビジネスモデルを普及させようと、様々な概念の提案や取り組みがなされて
いる。その中でもレンタルビジネスモデルは広く一般に普及しており、それに関する先行研究も
既に広く行われている。 
本研究ではこのようなレンタルビジネスモデルのさらなる普及と発展のために、製品数の最適
化問題について考える。レンタルビジネスに関わらず、多くの企業では、製品をいくつ仕入れる
べきかについて顧客の来店頻度などを予想して考え、準備をする。そこで用意しておく製品数が
少なすぎれば機会損失を起こしやすく、逆に多すぎれば機会損失は免れるものの製品保持費用が
高くついてしまう。このように、機会損失と製品保持費用とにはトレードオフの関係がある。 
こうした製品数をいくつ用意するかという問題を、レンタルビジネスに特化したかたちでモデ
ルを作成し分析した。作成したモデルは、製品を窓口、レンタル期間をサービス時間と考えると
即時型待ち行列のモデルとして捉えることができる。しかし本モデルでは離散的な期間毎の貸出
と返却を取り扱うため、通常の待ち行列モデルとは異なる構造をしている。 
レンタルビジネスの分析において、レンタル期間が 1期間の場合は各期独立に考えることがで
きるが、レンタル期間が 2期間以上の場合は以前の期間の状態がその期に影響を与えるなど、状
況が複雑になる。レンタルされている製品数は貸出可能な製品数と顧客の到着によって変化し、
この変化を推移確率を用いてモデル化した。作成したモデルをもとにレンタル期間が 1期間から
5 期間のものについて数値計算を行い、ポアソン分布に基づく様々な種類の顧客の到着に対し、
それぞれの最適な製品数について分析した。その結果、顧客の平均到着数とレンタル期間が大き
いほど、最適製品数は多くなる特徴が明らかになった。また作成したモデルと定式化は、特定の
顧客の到着確率を前提としたものでなく、製品数が他の場合においても様々な状況での分析に活
用できるものである。しかし本モデルでは顧客が選択できるレンタル期間が 1種類しかなく、顧
客が複数種類あるレンタル期間の中から、確率的にある期間を選択するという、現実により即し
た状況を想定できていない。そうした、より現実味ある構造を取り入れたモデルに発展させるこ
とが今後の課題として挙げられる。 
 
